
東
晋
末
期
に
お
け
る
武
陵
王
遵
の
承
制 

　
―
両
晋
期
に
お
け
る
承
制
の
変
遷
を
通
し
て
―

織　

田　

め
ぐ
み

は
じ
め
に

　

元
興
三
年
（
四
〇
四
）
二
月
、
劉
裕
は
東
晋
王
朝
復
興
を
旗
印
に
、
京
口
に
お
い
て
挙
兵
し
た
。
こ
の
起
義
は
、
寒
門
将
軍
で
あ
る
劉
裕

が
台
頭
し
た
き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
の
後
元
熙
二
年
（
四
二
〇
）
六
月
の
晋
宋
革
命
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

十
数
年
に
お
よ
ぶ
革
命
の
出
発
点
で
あ
る
劉
裕
起
義
に
つ
い
て
、
川
勝
義
雄
氏
は
「
北
府
の
中
堅
将
校
た
ち
の
自
発
的
な
ク
ー
デ
タ（

（
（

」
と

評
価
し
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
一
方
で
、
劉
裕
の
起
義
に
は
な
ん
ら
後
ろ
盾
と
な
る
存
在
が
無
く
、
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
無
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
正
史
で
あ
る
『
宋
書
』
は
劉
裕
の
正
当
性
を
前
提
に
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
先
行
研
究
に
お

い
て
も
、
劉
裕
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
正
当
性
を
、
す
な
わ
ち
東
晋
王
朝
の
復
興
者
と
し
て
の
立
場
を
主
張
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
、

詳
細
な
言
及
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
起
義
の
一
ヶ
月
後
に
建
康
を
奪
還
す
る
も
の
の
、
時
の
東
晋
王
朝
の
皇
帝
た
る
安
帝
は
建
康
に
お
ら
ず
、
そ
の
帰
還
が
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叶
う
ま
で
約
一
年
の
歳
月
が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
劉
裕
の
正
当
性
に
つ
い
て
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
起

義
後
、
す
ぐ
に
安
帝
の
身
柄
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
劉
裕
が
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
元
興
三

年
（
四
〇
四
）
五
月
、
安
帝
は
江
陵
に
お
い
て
起
義
軍
に
よ
っ
て
身
柄
を
保
護
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
江
陵
が
桓
振
・
桓
謙
に
よ
っ
て
落
と

さ
れ
た
た
め
に
、
再
び
桓
氏
一
族
の
手
中
に
落
ち
た
。
当
時
、
首
魁
で
あ
る
桓
玄
を
失
っ
て
い
た
桓
氏
一
族
は
、

遂
に
羣
臣
に
命
じ
て
、
辞
す
る
に
楚
祚
終
わ
ら
ざ
る
も
、
百
姓
の
心
復
た
晋
に
帰
す
を
以
て
し
、
更
め
て
璽
綬
を
奉
進
し
、
琅
邪
王
を

以
て
徐
州
刺
史
を
領
せ
し
む
。（『
晋
書
』
巻
七
四
・
桓
彝
伝
附
桓
振
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
、
逆
に
安
帝
に
璽
綬
を
奉
進
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
、
再
起
を
図
ろ
う
と
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

皇
帝
の
不
在
は
、
朝
廷
運
営
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
劉
裕
の
入
京
後
、
建
康
で
は
、
川
合
安
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、「
奇
妙
な
体
制
が
出
現（

（
（

」
し
て
い
た
。
起
義
軍
は
桓
氏
一
族
追
討
と
安
帝
の
反
正
に
む
け
て
動
き
、
中
央
で
は
王
謐
を
筆
頭
と
し
た

楚
王
朝
首
脳
部
が
留
任
し
、
そ
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
楚
王
朝
首
脳
部
は
、
劉
裕
に
揚
州
刺
史
の
領
職
を
求
め
た
が
、

劉
裕
、（
王
）
謐
を
以
て
揚
州
刺
史
・
録
尚
書
事
を
領
せ
し
む
。（『
晋
書
』
巻
十
・
安
帝
紀
元
興
三
年
三
月
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
逆
に
楚
王
朝
の
司
徒
で
あ
っ
た
王
謐
が
揚
州
刺
史
・
録
尚
書
事
を
領
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
上
の
宰
相
職
に
就
い
た

の
で
あ
る（

（
（

。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
劉
裕
に
よ
っ
て
人
事
が
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
事
権
の
行
使
は
越
権
行

為
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
謐
は
義
熙
三
年
（
四
〇
七
）
に
逝
去
す
る
ま
で
、
先
述
の
職
に
在
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
劉
裕
に
よ
る
人
事
権
の
行
使
は
、
正
当
な
も
の
と
承
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
劉
裕
の
起
義
後
、
桓
氏
一
党
に
対
し
て
は
、

そ
の
肩
書
き
の
上
に
「
偽
」
と
附
さ
れ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る（

（
（

。

　

以
上
の
問
題
―
正
当
性
の
裏
付
け
と
皇
帝
不
在
時
に
お
け
る
人
事
権
の
行
使
―
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
武
陵
王

遵
の
承
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
武
陵
王
遵
の
承
制
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
見
て
い
く
。
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第
一
章
　
武
陵
王
遵
の
承
制

　

元
興
三
年
（
四
〇
四
）
三
月
、
桓
玄
の
楚
王
朝
か
ら
建
康
を
奪
還
し
た
劉
裕
は
、
東
晋
王
朝
復
興
に
む
け
た
地
盤
づ
く
り
を
始
め
る
。
ま

ず
、
石
頭
城
に
お
い
て
留
台
を
設
置
し
て
百
官
を
具
え
た
。
ま
た
楚
王
朝
首
脳
部
の
多
く
を
留
任
し
、
先
述
し
た
と
お
り
、
そ
の
筆
頭
で
あ

る
王
謐
に
は
揚
州
刺
史
・
録
尚
書
事
を
領
職
さ
せ
、
自
ら
は
使
持
節
・
都
督
揚
徐
兗
豫
青
冀
幽
并
八
州
諸
軍
事
・
領
軍
将
軍
・
徐
州
刺
史
と

な
っ
た
。
他
方
で
尋
陽
に
蒙
塵
し
て
い
た
安
帝
を
伴
っ
て
西
へ
奔
っ
た
桓
玄
を
追
う
討
伐
軍
を
編
成
し
、
派
遣
し
た
。
こ
れ
ら
と
同
時
期
に

行
わ
れ
た
の
が
、
武
陵
王
遵
の
承
制
で
あ
る
。

　

武
陵
王
遵
の
承
制
は
、『
晋
書
』
巻
十
・
安
帝
紀
元
興
三
年
三
月
条
に
、

密
詔
す
ら
く
、（
桓
）
玄
に
幽
逼
せ
ら
れ
、
万
機
虚
曠
す
る
を
以
て
、
武
陵
王
遵
を
し
て
旧
典
に
依
り
、
制
を
承
け
て
百
官
行
事
を
総

べ
し
め
、
侍
中
を
加
う
。
余
は
故
の
如
し
。

と
あ
り
、
ま
た
『
晋
書
』
巻
六
四
・
元
四
王
・
忠
敬
王
遵
伝
に
、

朝
廷
、
密
詔
を
受
く
と
称
し
、
遵
を
し
て
万
機
を
総
摂
せ
し
む
。
侍
中
・
大
将
軍
を
加
え
、
移
り
て
東
宮
に
入
り
、
内
外
畢
く
敬
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
安
帝
の
密
詔
を
受
け
た
形
を
取
り
、
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
武
陵
王
遵
は
、
義
熙
元
年
（
四
〇
五
）
三
月
に
安

帝
が
建
康
に
帰
還
す
る
ま
で
の
約
一
年
間
に
渉
り
、
政
事
を
担
う
王
謐
以
下
楚
王
朝
の
首
脳
部
と
、
軍
事
を
担
う
劉
裕
以
下
起
義
軍
と
の
総

統
者
と
し
て
、
皇
帝
不
在
の
朝
廷
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

武
陵
王
遵
は
、
東
晋
初
代
皇
帝
で
あ
る
元
帝
の
子
・
武
陵
王
晞
の
末
子
で
あ
り
、
安
帝
の
父
・
孝
武
帝
の
従
弟
に
当
た
る
、
近
親
の
宗
室

諸
王
で
あ
る
【
家
系
図
参
照
】。
安
帝
に
と
っ
て
叔
父
に
当
た
る
武
陵
王
遵
が
承
制
者
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
に
は
、
桓
玄
が
楚
王
朝
を
建

国
す
る
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
東
晋
宗
室
諸
王
に
対
す
る
処
遇
が
関
係
し
て
い
る
。
桓
玄
は
そ
の
台
頭
時
、
隆
安
年
間
（
三
九
七
～
四

東晋末期における武陵王遵の承制3



〇
一
）
に
お
い
て
、
中
央
政
権
を
担
っ
て
い
た
司
馬
道
子
・
元
顕
父
子
や
司
馬

尚
之
以
下
、
有
力
な
宗
室
諸
王
を
一
掃
、
王
朝
の
奪
取
に
成
功
す
る
と
、
安
帝

と
そ
の
同
母
弟
で
あ
る
琅
邪
王
徳
文
や
穆
章
何
皇
后
・
安
僖
王
皇
后
な
ど
を
建

康
か
ら
引
き
離
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
武
陵
王
遵
の
承
制
当
時
、
建
康
周
辺

に
は
、
皇
帝
に
代
わ
り
得
る
人
物
は
、
ほ
と
ん
ど
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。
武

陵
王
遵
も
安
帝
ら
と
同
様
に
、
彭
沢
侯
に
貶
め
ら
れ
て
封
地
へ
追
放
さ
れ
る
が
、

舟
が
壊
れ
た
こ
と
に
よ
り
出
発
で
き
ず
、
劉
裕
の
挙
兵
ま
で
建
康
周
辺
に
留

ま
っ
て
い
た（

（
（

。
つ
ま
り
、
武
陵
王
遵
は
皇
帝
蒙
塵
と
い
う
有
事
に
際
し
て
、
劉

裕
ら
起
義
軍
が
推
戴
し
得
た
ほ
ぼ
唯
一
の
宗
室
諸
王
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

武
陵
王
遵
の
承
制
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、『
晋
書
』
巻
六
四
・
元
四

王
・
忠
敬
王
遵
伝
に
、

百
官
を
遷
転
す
る
に
は
制
書
と
称
し
、
又
教
は
令
書
と
称
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
人
事
権
を
行
使
す
る
際
に
は
制
書
が
用
い
ら
れ
、
諸
侯
の
命

令
文
で
あ
る
教（

（
（

は
令
書（

（
（

と
な
っ
た
。
こ
の
史
料
か
ら
、
人
事
権
の
行
使
に
関
わ

る
か
否
か
で
命
令
形
式
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
武
陵
王
遵
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
命
令
に
「
制
曰
」
の
形
式
は
な
く
、

「
承
制
」
か
「
令
曰
」
の
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
【
表
1
参
照
】。

　
「
承
制
」
の
用
例
は
五
件
あ
り
、
例
え
ば
『
晋
書
』
巻
八
五
・
何
無
忌
伝
に
、

①
元
帝

②
明
帝

③
成
帝

④
康
帝

司
馬
安
国

司
馬
綜

司
馬

司
馬
遵

⑨
孝
武
帝

司
馬
裒

司
馬
沖

司
馬
晞

司
馬
煥

会
稽
王
家

譙
王
家

武
陵
王
家

⑧
簡
文
帝

司
馬
恬

司
馬
道
子

司
馬
尚
之

司
馬
恢
之

司
馬
休
之

司
馬
允
之

⑥
哀
帝

⑦
廃
帝

⑤
穆
帝

何
氏

司
馬
龢

司
馬
宝

司
馬
蘊

王
氏

⑩
安
帝

司
馬
徳
文

（
⑪
恭
帝
）

司
馬
元
顕

司
馬
彦
璋

司
馬
珍
之

他
五
子

【家系図】

※網掛けは桓玄簒奪後の動向が分かる者
※斜線付は桓玄台頭時に死亡した者
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（
桓
）
玄
の
敗
走
す
る
に
及
び
、
武
陵
王
遵
、
制
を
承
け
て
無
忌
を
以
て
輔
国
将
軍
・

琅
邪
内
史
と
為
し
、
会
稽
王
道
子
の
部
す
る
所
の
精
兵
を
以
て
悉
く
こ
れ
に
配
せ
し
む
。

と
あ
る
な
ど
、「
承
制
」
の
形
式
で
は
す
べ
て
人
事
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

ま
た
「
令
曰
」
の
用
例
は
四
件
あ
り
、
例
え
ば
『
晋
書
』
巻
三
七
・
宗
室
・
譙
王
遜
伝
附

休
之
伝
に
、

大
将
軍
武
陵
王
令
し
て
曰
く
「
前
龍
驤
将
軍
休
之
、
才
幹
貞
審
に
し
て
、
功
業
既
に
成

る
。
歴
陽
の
戦
い
、
事
機
捷
に
在
り
。
勢
い
乖
れ
力
屈
す
る
に
至
る
に
及
び
、
身
ら
を

奉
じ
て
出
奔
す
る
も
、
猶
お
義
徒
を
鳩
集
し
、
崎
嶇
険
阻
す
。
既
に
親
賢
の
挙
に
応
じ
、

宜
し
く
分
陝
の
重
を
委
ぬ
べ
し
。
監
荊
益
梁
寧
秦
雍
六
州
軍
事
・
領
護
南
蛮
校
尉
・
荊

州
刺
史
・
仮
節
と
す
べ
し
。」
と
。

と
あ
る
。【
表
1
】
に
あ
る
よ
う
に
、「
令
曰
」
の
事
例
の
う
ち
三
件
は
対
象
者
が
宗
室
諸
王

で
あ
り
、
そ
の
三
件
の
う
ち
二
件
は
人
事
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
承
制
」

と
「
令
曰
」
は
、
人
事
権
の
行
使
の
有
無
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
両
者
の
違
い
は
、「
承
制
」
は
武
陵
王
遵
が
与
え
た
官
職
の
羅
列
で
あ
り
、「
令
曰
」

は
武
陵
王
遵
が
下
し
た
具
体
的
な
命
令
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う（
（（
（

。

　

以
上
、
武
陵
王
遵
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
確
認
で
き
る
諸
命
令
に
つ
い
て
見
た
が
、

こ
れ
は
こ
の
時
期
の
人
事
や
そ
の
他
諸
々
の
政
策
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
現
に
起
義
軍

の
構
成
員
で
あ
り
、
建
康
奪
還
後
、
討
伐
軍
と
し
て
江
陵
方
面
に
派
遣
さ
れ
た
劉
毅
・
何
無

【表 1】武陵王遵承制時（404～405）の諸命令一覧
形式 対象者 内　　　容 出　典

承制

何無忌 人事 輔国将軍・琅邪内史になり、司馬道子が統括していた精兵をすべて与えられる 『晋書』85

劉道憐 人事 員外散騎侍郎になる 『宋書』51
劉道規 人事 振武将軍・義昌太守になる 『宋書』51
庾悦 人事 寧遠将軍・安遠護軍・武陵内史になる 『宋書』52
袁豹 人事 記室参軍になる 『宋書』52

令曰

司馬道子 賞与
安平献王孚の故事に依り、丞相を贈り、殊礼を加
える 『晋書』64

司馬元顕 太尉を贈り、羽葆鼓吹を加える

司馬休之 人事 監荊益梁寧秦雍六州軍事・領護南蛮校尉・荊州刺史・仮節になる 『晋書』37

司馬珍之 人事 通直散騎郎になる 『晋書』64
毛璩 約束 荊郢を粛清した場合、昇進させることを約束する 『晋書』81
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忌
・
劉
道
規
の
う
ち
、
劉
毅
の
み
が
『
晋
書
』
巻
八
五
・
劉
毅
伝
に
、

（
桓
）
玄
、
既
に
西
の
か
た
に
走
り
、（
劉
）
裕
、
毅
を
以
て
冠
軍
将
軍
・
青
州
刺
史
と
為
し
、
何
無
忌
・
劉
道
規
と
与
に
玄
を
躡
わ
し

む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
劉
裕
に
よ
っ
て
人
事
が
動
か
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
【
表
1
】
に
あ
る
よ
う
に
、
何
無
忌
・
劉
道
規
は
、

武
陵
王
遵
か
ら
官
職
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
形
式
の
上
で
は
武
陵
王
遵
に
よ
っ
て
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
裏
に
は
常
に
劉
裕
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
に
記
す
よ
う
に
、
新
政
府
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
王

謐
が
曲
阿
に
奔
っ
た
際
に
劉
裕
が
取
っ
た
行
動
か
ら
窺
え
る
。

　

劉
裕
は
楚
王
朝
首
脳
部
の
多
く
を
留
任
さ
せ
た
が
、
他
方
で
桓
玄
と
繋
が
り
が
強
か
っ
た
太
原
王
氏
の
王
愉
・
綏
父
子
に
対
し
て
は
厳
し

い
処
断
を
下
し
て
い
た
。
ま
た
王
謐
自
身
、
琅
邪
王
氏
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
安
帝
か
ら
璽
紱
を
奪
う
な
ど
、
楚
王
朝
建
国
に
む
け
て
積

極
的
に
動
い
た
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
劉
毅
な
ど
多
く
の
起
義
軍
構
成
員
か
ら
厳
し
い
処
断
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。「
江
左
の
冠
族（
（（
（

」
た
る

太
原
王
氏
の
、
特
に
自
身
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
王
綏
の
誅
殺
と
、
周
囲
か
ら
挙
が
る
批
難
の
声
か
ら
誅
殺
さ
れ
る
こ
と
を
懼
れ
た
王
謐
は
、

た
め
に
曲
阿
に
奔
っ
た
。
し
か
し
、
唯
一
王
謐
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
劉
裕
が
武
陵
王
遵
に
牋
し
た
こ
と
で
、
王
謐
の
帰
還
と
復
位
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
期
に
お
け
る
人
事
や
そ
の
他
諸
命
令
は
、
劉
裕
の
意
図
に
基
づ
き
、
武
陵
王
遵
の
名
で
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
そ
の
た
め
、
史
料
上
に
お
い
て
、
命
令
者
と
し
て
劉
裕
と
武
陵
王
遵
の
両
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

　

形
式
上
と
は
い
え
、
武
陵
王
遵
を
立
て
た
こ
と
で
、
北
府
の
中
堅
将
校
に
過
ぎ
な
か
っ
た
劉
裕
は
、
荊
州
方
面
へ
の
強
い
影
響
力
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。
荊
州
方
面
は
桓
氏
一
族
に
と
っ
て
、
桓
温
・
桓
沖
の
代
よ
り
地
盤
と
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
楚
王
朝
の
首
魁
で
あ
る
桓

玄
自
身
は
元
興
三
年
（
四
〇
四
）
五
月
に
誅
殺
さ
れ
た
も
の
の
、
一
連
の
乱
の
終
息
に
は
義
熙
元
年
（
四
〇
五
）
五
月
ま
で
掛
か
っ
た
の
は
、

桓
氏
一
族
が
荊
州
方
面
に
奔
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
一
度
は
安
帝
を
確
保
し
な
が
ら
も
再
び
蒙
塵
さ
せ
た
の
も
、
そ
こ
に
原
因
が
あ
る
。
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そ
の
た
め
、
劉
裕
と
し
て
は
荊
州
方
面
の
協
力
者
を
引
き
込
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
旗
印
と
な
っ
た
の
が
武
陵
王
遵
な
の
で
あ
る
。
劉
裕
の

荊
州
方
面
へ
の
積
極
的
な
動
き
は
、
荊
州
方
面
に
お
い
て
、
劉
裕
起
義
に
先
立
ち
、
楚
王
朝
に
対
し
て
反
乱
を
起
し
た
、
益
州
刺
史
の
毛
璩

の
一
族
に
対
す
る
処
遇
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。『
宋
書
』
巻
四
八
・
毛
脩
之
伝
に
、

　
　

既
に
（
桓
）
玄
を
斬
る
の
謀
有
り
、
又
伯
・
父
並
び
に
蜀
土
に
在
り
、
高
祖
引
き
て
外
助
と
為
さ
ん
と
欲
し
、
故
に
頻
る
栄
爵
を
加
う
。

と
あ
り
、
独
自
に
挙
兵
し
た
毛
氏
一
族
を
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
桓
氏
一
族
の
挟
撃
を
狙
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
晋

書
』
巻
八
一
・
毛
寶
伝
附
毛
璩
伝
に
、

武
陵
王
令
し
て
曰
く
「
益
州
刺
史
毛
璩
、
忠
誠
慤
亮
に
し
て
、
桓
玄
禍
を
萌
せ
し
よ
り
、
常
に
其
の
後
を
躡
う
こ
と
を
思
う
。
今
若
し

兇
逆
を
平
殄
し
、
荊
郢
を
粛
清
せ
ば
、
便
ち
当
に
上
流
の
任
を
即
授
す
べ
し
。」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
宗
室
諸
王
で
あ
る
武
陵
王
遵
の
名
に
お
い
て
荊
州
方
面
平
定
後
の
昇
進
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
武
陵
王
遵
は
、
安
帝
か
ら
密
詔
を
受
け
て
い
る
体
裁
を
取
る
こ
と
で
承
制
者
と
な
り
、
政
事
を
担
う
王
謐
以
下
楚
王
朝

の
首
脳
部
と
、
軍
事
を
担
う
劉
裕
以
下
起
義
軍
と
の
総
統
者
の
地
位
に
就
い
た
。
武
陵
王
遵
を
承
制
者
と
し
た
こ
と
で
、
劉
裕
は
人
事
権
を

実
質
的
に
掌
握
し
、
安
帝
反
正
ま
で
の
間
、
中
央
政
府
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
劉
裕
は
武
陵
王
遵
と
い
う
東
晋
王

朝
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
を
立
て
て
そ
れ
を
支
え
る
形
を
取
る
こ
と
で
、
自
ら
の
起
義
と
実
権
掌
握
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
武
陵
王
遵
の
承
制
が
、
劉
裕
の
正
当
性
と
な
り
得
た
こ
と
は
、
武
陵
王
遵
が
承
制
者
と
な
っ
た
際
に
「
旧
典（
（（
（

」
に
依
拠
と
し
た
と
あ

る
よ
う
に
、
当
該
期
に
お
け
る
承
制
が
持
っ
て
い
た
意
味
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
承
制
が
持
つ
含
意
の
変
化
に
つ
い
て
、
章
を
改
め

て
見
て
い
く
。

東晋末期における武陵王遵の承制7



第
二
章
　
武
陵
王
遵
以
前
の
承
制
の
変
遷

受命者 承制者 皇帝

×命令の伝達

【図 1】伝令としての承制
　
「
承
制
」
と
い
う
語
の
正
史
に
お
け
る
初
出
は
、『
漢
書
』
で
あ
る（
（（
（

。
前
漢
期
の
承
制
は
、
例
え
ば
祝
詛
の
大
逆
罪

を
も
っ
て
陥
れ
ら
れ
た
中
山
太
后
を
姉
に
持
つ
馮
参
が
、

参
、
同
産
た
る
を
以
て
相
い
坐
す
に
当
た
り
、
謁
者
、
制
を
承
け
て
参
を
召
し
て
廷
尉
に
詣
で
し
め
ん
と
す
。

（『
漢
書
』
巻
七
九
・
馮
参
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
、
制
を
承
け
た
謁
者
に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
、
廷
尉
に
赴
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
馮
参
は
、
制
を
承
け
た
謁
者
か
ら
皇
帝
の
命
令
、
こ
こ
で
は
廷
尉
に
赴
く
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
承
制
者
と
は
、
皇
帝
と
受
命
者
の
間
で
命
令
系
統
を
つ
な
ぐ
存
在
、
す
な
わ
ち
伝
令
者
な
の
で
あ
る
【
図

1
参
照
】。

　

こ
の
承
制
の
解
釈
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
雲
台
二
十
八
将
の
筆
頭
で
あ
り
、
光
武
帝
の
功
臣
た
る
鄧
禹
で

あ
る
。『
後
漢
書
』
列
伝
一
・
隗
囂
伝
に
、

建
武
二
年
、
大
司
徒
鄧
禹
、
西
の
か
た
赤
眉
を
撃
ち
、
雲
陽
に
屯
す
。
禹
の
裨
将
の
馮
愔
、
兵
を
引
き
て
禹
に

叛
く
。
西
の
か
た
天
水
に
向
か
う
も
、
囂
、
迎
え
て
撃
ち
、
こ
れ
を
高
平
に
破
り
、
尽
く
輜
重
を
獲
た
り
。
是

に
於
い
て
禹
は
制
を
承
け
、
使
を
遣
わ
し
節
を
持
ち
て
囂
に
命
じ
て
西
州
大
将
軍
と
為
さ
し
め
、
涼
州
・
朔
方

の
事
を
専
制
す
る
こ
と
を
得
し
む
。

と
あ
る
よ
う
、
鄧
禹
は
「
制
を
承
け
」
た
こ
と
を
根
拠
に
、
隗
囂
に
対
し
て
西
州
大
将
軍
を
与
え
、
隗
囂
の
本
拠
地

で
あ
る
涼
州
・
朔
方
地
域
の
事
を
任
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
の
承
制
に
つ
い
て
、『
資
治
通
鑑
』
巻
四
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十
・
漢
紀
三
二
・
建
武
元
年
条
に
お
い
て
、
胡
三
省
が
、

鄧
禹
西
征
し
、
方
面
を
専
任
し
、
権
宜
に
（
隗
）
囂
に
命
ず
。
故
に
承
制
と
曰
う
は
、
制
詔
を

承
け
て
こ
れ
に
命
ず
る
を
言
う
な
り
。
後
の
承
制
、
此
よ
り
始
ま
る
。

と
注
記
し
て
い
る
。
以
後
、
軍
事
行
動
の
際
に
、
こ
の
鄧
禹
の
事
例
を
故
事
と
し
て
踏
ま
え
た
承
制

は
、
伝
令
と
し
て
の
承
制
と
は
違
い
、
軍
事
遠
征
者
が
軍
事
行
動
時
に
お
い
て
命
令
や
人
事
異
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
便
宜
上
、
命
を
下
す
と
い
う
性
質
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た（
（（
（

【
図
2
参
照
】。

そ
の
た
め
、
時
に
は
越
権
行
為
と
見
做
さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
事
例
も
あ
る（
（（
（

。

　

お
よ
そ
承
制
は
、
皇
帝
と
受
命
者
の
間
に
物
理
的
な
距
離
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ

の
距
離
は
、
受
命
者
が
皇
帝
か
ら
離
れ
て
い
る
が
た
め
に
発
生
し
て
お
り
、
故
に
承
制
者
が
両
者
の

間
を
取
り
持
つ
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
皇
帝
と
受
命
者
の
間
に
横
た
わ
る
距
離
が
、
皇
帝
の

蒙
塵
や
行
幸
に
よ
っ
て
発
生
し
た
の
が
西
晋
末
期
で
あ
っ
た
。

　

西
晋
王
朝
成
立
後
、
初
め
て
承
制
の
記
載
が
現
れ
る
の
は
、
永
興
元
年
（
三
〇
四
）
の
こ
と
で
あ

る
。
所
謂
八
王
の
乱
の
末
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
は
、
皇
帝
が
洛
陽
か
ら
戦
場
へ
担
ぎ
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
で
は
、
自
ら
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
、
詔
勅
（
そ
の
多
く
は
「
矯

詔
」
と
見
做
さ
れ
て
い
た
）
を
用
い
、
さ
ら
に
騶
虞
幡
を
持
ち
出
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
頻
繁
に

利
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
両
者
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
担
ぎ
出
さ
れ
た
の
が
皇
帝
本
人
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
福
原
啓
郎
氏

は
「
こ
れ
ら
詔
勅
・
騶
虞
幡
・
生
身
の
皇
帝
な
ど
に
共
通
し
て
存
在
す
る
無
形
の
皇
帝
の
権
威
が
こ

【図 2】軍事行動における承制

受命者 承制者 皇帝

都
遠征地

承制 派遣

×命令の伝達
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う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
絶
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
か
ら
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ク
ー
デ
タ
ー
を
し
か
け
る
側
も
、
ま
た
そ
れ
を
防
ぐ
側
も

利
用
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

」
と
評
し
て
い
る
。

　

永
興
元
年
（
三
〇
四
）
十
一
月
、
河
間
王
顒
の
部
将
で
あ
る
張
方
に
よ
っ
て
、
洛
陽
か
ら
長
安
へ
連
れ
出
さ
れ
た
恵
帝
は
、

　
　

�

唯
だ
僕
射
荀
藩
・
司
隷
劉
暾
・
太
常
鄭
球
・
河
南
尹
周
馥
と
其
の
遺
官
の
み
洛
陽
に
在
り
、
留
台
を
為
り
、
制
を
承
け
て
事
を
行
い
、

号
し
て
東
西
台
と
為
す
。（『
晋
書
』
巻
四
・
恵
帝
紀
永
興
元
年
十
一
月
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
荀
藩
・
劉
暾
・
鄭
球
・
周
馥
ら
に
、
洛
陽
に
留
台
を
設
け
て
、「
制
を
承
け
て
事
を
行
」
わ
せ
て
る
。
こ
の
留
台
の
「
台
」

と
は
、
管
轄
地
域
内
に
お
い
て
尚
書
省
の
権
限
を
委
ね
ら
れ
た
、
領
域
統
治
機
構
の
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。
特
に
留
台
は
、
唐
代
に
お
け
る
留
守
の

前
身
で
あ
り
、
首
都
か
ら
離
れ
た
皇
帝
に
代
わ
っ
て
、
都
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
恵
帝
は
、
洛
陽
周
辺
の
統
治
を

荀
藩
・
劉
暾
・
鄭
球
・
周
馥
ら
に
委
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
西
晋
末
期
に
お
い
て
承
制
は
、
台
と
い
う
領
域
統
治
機
構
と
結
び

つ
い
た
こ
と
で
、
そ
の
権
限
の
範
囲
を
軍
事
の
み
な
ら
ず
、
行
政
権
に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
台
の
性
質
上
、
そ
の

権
限
が
用
い
ら
れ
る
範
囲
は
一
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
承
制
と
台
と
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
皇
帝
の
保
有
す
る
行
政
権
が
切
り

分
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
恵
帝
の
崩
御
や
つ
づ
く
懐
帝
の
蒙
塵
、
特
に
洛
陽
陥
落
を
受
け
て
、
各
地
に
乱
立
し
た
行
台（
（（
（

と
同
様
に
、
承
制
は
、
皇
帝
不
在

と
い
う
不
測
の
事
態
の
中
で
、
宗
室
諸
王
や
異
姓
臣
下
に
よ
っ
て
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
【
表
2
参
照
】。
懐
帝
蒙
塵
後
、『
晋

書
』
巻
五
・
孝
懐
帝
紀
に
、

（
永
嘉
五
年
〔
三
一
一
〕）
秋
七
月
、
大
司
馬
王
浚
、
制
を
承
け
て
仮
に
太
子
を
立
て
、
百
官
を
置
き
、
征
鎮
を
署
す
。
…
…
（
永
嘉
六

年
〔
三
一
二
〕
二
月
）
大
司
馬
王
浚
、
天
下
に
檄
を
移
し
て
、
中
詔
も
て
制
を
承
け
た
り
と
称
し
、
荀
藩
を
以
て
太
尉
と
為
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
幽
州
方
面
で
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
王
浚
が
、
承
制
に
よ
っ
て
皇
太
子
を
立
て
、
ま
た
懐
帝
か
ら
中
詔
、
す
な
わ
ち
手
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詔
を
与
え
ら
れ
た
と
称
し
、
荀
藩
ら
の
人
事
を
動
か
し
て
い
る（
（（
（

。「
中

詔
も
て
制
を
承
け
た
り
と
称
」
す
と
い
う
表
現
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の
承
制
は
、
皇
帝
か
ら
事
前
に
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
疑
わ
し

い
。
八
王
の
乱
当
初
は
、
例
え
手
詔
が
下
さ
れ
た
と
し
て
も
、
詔
の
内

容
や
皇
帝
の
筆
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
が
さ
れ
て
お
り
、
皇
帝
本

人
の
意
志
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
後
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
手

詔
の
乱
発
に
よ
り
、
詔
勅
そ
の
も
の
の
効
力
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
騶

虞
幡
や
皇
帝
自
身
が
担
ぎ
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
王
浚
に
よ

る
承
制
は
、
皇
帝
か
ら
直
接
命
令
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
況
下

に
お
い
て
、
皇
帝
の
詔
と
い
う
形
式
の
文
章
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
有
効

に
働
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
詔
勅
（
特
に
手
詔
）・
騶
虞
幡
・
皇
帝

自
身
は
皇
帝
そ
の
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
の
意
志
や
存
在
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
承
制
は
皇
帝
が
不
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
皇
帝
か
ら
詔
を
与
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
形
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
そ
の
真
偽
を

問
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
【
図
3
参
照
】。

　

当
時
割
拠
し
て
い
た
臣
下
た
ち
は
、
承
制
を
用
い
て
、
独
自
に
皇
太

子
を
立
て
、
ま
た
人
事
を
動
か
す
こ
と
で
、
自
ら
の
支
配
範
囲
を
広
げ

る
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
時
に
は
越
権
行
為
と
し
て
処
罰
の
対

【表 2】西晋末期における異姓臣下による承制一覧
皇帝の動向 承制者 内　　容 出典 年　月

恵帝行幸（長安）荀藩・劉暾・鄭球・周馥ら 洛陽に留台を設置して、事を行う 『晋書』 4
『資治通鑑』85 永興元年（304）十一月

懐帝蒙塵（平陽）荀藩

荀崧を監江北軍事・南中郎将・後将軍・仮
節・襄城太守とする

『晋書』75
『資治通鑑』87

永嘉五年（311）六月李矩を仮に滎陽太守とする 『晋書』63
『資治通鑑』87

褚翜を梁国内史とする 『資治通鑑』87
懐帝蒙塵（平陽）劉琨 魏浚を仮に河南尹とする 『晋書』63

懐帝蒙塵（平陽）王浚

仮に皇太子を立て、中央・地方の官僚組織
を設置する

『晋書』 5
『資治通鑑』87

永嘉五年（311）七月斐憲を尚書とする 『晋書』35
『資治通鑑』87

自らは尚書令を領し、棗嵩を尚書、田徽を
兗州刺史、李惲を青州刺史とする 『資治通鑑』87

懐帝蒙塵（平陽）王浚 荀藩を（留台）太尉、荀組を司隸校尉、華
薈を太常、李絙を河南尹とする

『晋書』 5
『晋書』39 永嘉六年（312）二月

懐帝蒙塵（平陽）麴允 雍州刺史を領して、百官を選置する 『晋書』 5 永嘉六年（312）九月

懐帝蒙塵（平陽）王浚 慕容廆を散騎常侍・冠軍将軍・前鋒大都
督・大単于とする（慕容廆は受けなかった）『晋書』108

愍帝期 荀組
司空となり尚書左僕射を領し、また司隸校
尉を兼ねて、復た留台の事を行い、州征郡
守のすべてを執り行う

『晋書』39 建興二年（314）二月

愍帝期 索綝 驃騎大将軍・尚書左僕射・録尚書に転じ、
事を行う

『晋書』60
『資治通鑑』89 建興二年（314）六月

愍帝蒙塵（平陽）張寔 大都督・涼州牧・侍中・司空となり、事を
行う（張寔は拝命しなかった） 『晋書』86 建興四年（316）十一月

		  ※皇帝から承制が与えられたことが明確な人物＝ゴシック体太字

東晋末期における武陵王遵の承制11



象
と
な
る
承
制
の
使
用
も
、
そ
れ
を
掣
肘
す
る
皇
帝
が
そ
の
役
割
を
負
え
な
い
中
で
用
い

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
異
姓
の
地
方
官
の
群
雄
・
軍
閥
化
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る（
（（
（

。

　

永
嘉
の
乱
を
経
て
、
王
朝
内
に
お
け
る
異
姓
臣
下
の
群
雄
・
軍
閥
化
や
劉
曜
・
石
勒
の

台
頭
に
よ
り
、
大
幅
に
そ
の
力
を
弱
め
た
西
晋
王
朝
の
皇
帝
は
、
も
は
や
全
国
に
割
拠
す

る
諸
勢
力
と
同
様
か
そ
れ
以
下
の
実
力
し
か
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
懐
帝
の
崩
御
後
、

長
安
に
お
い
て
即
位
し
た
西
晋
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
愍
帝
は
、
麹
允
と
と
も
に
長
安

政
権
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
索
綝
を
、
驃
騎
大
将
軍
・
尚
書
左
僕
射
・
録
尚
書
に
昇
進
さ

せ
た
際
に
、「
制
を
承
け
て
事
を
行
わ
」
せ
て
い
る
。
ま
た
、
愍
帝
の
舅
で
あ
る
荀
組
と

そ
の
兄
・
荀
藩
に
は
、
開
封
に
お
い
て
留
台
の
運
営
を
担
わ
せ
る
際
に
、
承
制
を
与
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
愍
帝
は
、
長
安
政
権
を
支
え
る
異
姓
臣
下
に
対
し
て
重
要
な
役
職
や
、

時
に
は
承
制
を
与
え
る
こ
と
で
、
自
ら
の
存
在
基
盤
を
固
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
愍
帝
は
、
も
は
や
地
方
政
権
と
化
し
て
い
た
中
央
政
府
と
他
の
地
域
で
勢
力
を
築
い

て
い
た
親
晋
の
臣
下
と
を
結
び
つ
け
る
手
段
と
し
て
、
皇
帝
の
権
力
を
分
掌
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
承
制
を
逆
手
に
取
っ
て
用
い
る
こ
と
で
、
辛
う
じ
て
王
朝
の
体
を
成
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
支
配
の
お
よ
ば
な
い
地
域
の
実
力
者
に
承
制
を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の

地
域
の
自
治
権
を
認
め
る
体
裁
を
取
り
、
宗
主
権
を
握
ろ
う
と
す
る
事
例
は
、
東
晋
期
に

皇帝 承制者

承制者

人事権

人事権

都

各地域

留台

行幸・
蒙塵

委任

×命令の伝達

【図 3】西晋末期における承制
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も
あ
る
。
前
燕
建
国
以
前
の
、
慕
容
廆
・
皝
・
儁
の
三
代
に
渉
る
承
制
の
事
例
で
あ
る
。『
晋
書
』
巻
一
〇
八
・
慕
容
廆
載
記
に
、

裴
嶷
、
建
鄴
よ
り
至
り
、（
元
）
帝
、
使
者
を
し
て
廆
を
監
平
州
諸
軍
事
・
安
北
将
軍
・
平
州
刺
史
に
拝
し
、
邑
二
千
戸
を
増
さ
し
む
。

尋
い
で
使
持
節
・
都
督
幽
州
東
夷
諸
軍
事
・
車
騎
将
軍
・
平
州
牧
を
加
え
、
封
を
遼
東
郡
公
に
進
め
、
邑
一
万
戸
、
常
侍
・
単
于
は
並

び
に
故
の
如
し
。
丹
書
鉄
券
も
て
、
制
を
海
東
に
承
け
、
命
じ
て
官
司
を
備
え
、
平
州
守
宰
を
置
く
。

と
あ
る
の
が
、
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
太
興
三
年
（
三
二
〇
）
三
月
に
、
慕
容
廆
が
宇
文
部
か
ら
奪
っ
た
「
玉
璽
三
紐
」
を
、
裴

嶷
を
し
て
元
帝
に
奉
送
せ
し
め
た
た
め
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
官
爵
と
と
も
に
承
制
に
よ
る
人
事
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

慕
容
廆
は
東
晋
王
朝
よ
り
「
平
州
の
鮮
卑
・
漢
両
民
族
、
お
よ
び
東
夷
諸
民
族
に
対
す
る
全
面
的
な
支
配
が
委
任
さ
れ（
（（
（

」
た
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
成
帝
・
穆
帝
に
よ
っ
て
、
慕
容
政
権
が
代
替
わ
り
す
る
た
び
に
、
官
爵
と
と
も
に
慕
容
廆
の
故
事
に
則
り
、
承
制
に
よ
る
人
事
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
一
方
で
、
慕
容
政
権
側
も
東
晋
王
朝
の
宗
主
権
を
認
め
る
見
返
り
に
、
燕
王
の
進
号
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
は
東
晋
王

朝
に
燕
王
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
遼
東
・
遼
西
方
面
の
諸
勢
力
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
東
方

地
域
に
確
固
た
る
地
盤
を
築
い
た
慕
容
政
権
は
、
慕
容
儁
が
皇
帝
に
即
位
し
た
こ
と
で
、「
東
晋
皇
帝
の
宗
主
権
を
認
め
、
東
晋
皇
帝
に

よ
っ
て
燕
王
に
冊
封
さ
れ
る
と
い
う
立
場（
（（
（

」
か
ら
脱
却
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
晋
王
朝
は
自
身
の
支
配
領
域
外
の
実
力
者
に
対

し
て
、
官
爵
と
と
も
に
承
制
に
よ
る
人
事
権
を
与
え
て
、
そ
の
地
域
の
自
治
を
認
め
る
体
裁
を
取
る
こ
と
で
、
自
ら
が
中
華
の
主
た
る
こ
と

を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
　
宗
室
諸
王
に
よ
る
承
制

　

第
二
章
で
は
、
異
姓
臣
下
の
承
制
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
西
晋
末
期
に
お
け
る
承
制
の
特
徴
と
し
て
、
宗
室
諸
王
に
よ
る
承
制
が
多
い

こ
と
が
指
摘
で
き
る
【
表
3
参
照
】。
管
見
の
限
り
、
宗
室
諸
王
に
よ
る
承
制
は
、
西
晋
末
期
以
前
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
宗
室
諸
王

東晋末期における武陵王遵の承制13



【表 3】西晋末期における宗室諸王による承制一覧
皇帝の動向 承制者 内　　容 出典 年　月

恵帝行幸（蕩陰の役）范陽王虓 苟晞を行兗州刺史とする 『晋書』61
『資治通鑑』85 永興元年（304）七月

恵帝行幸（長安） 竟陵王楙 自ら都督兗州刺史・車騎将軍と名乗り、恵帝
に上表する 『晋書』37

恵帝行幸（長安） 東海王越 陳敏を右将軍・仮節・前鋒都督とする 『晋書』100 永興二年（305）七月

恵帝行幸（長安） 東海王越 劉喬を安北将軍・冀州刺史に、范陽王虓を豫
州刺史を領させる

『晋書』61
『資治通鑑』86 永興二年（305）八月

懐帝蒙塵（平陽） 豫章王端 苟晞を領太子太傅・都督中外諸軍・録尚書
（事）とする

『晋書』61
『資治通鑑』87 永嘉五年（311）六月

懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 華軼を長吏に改易する 『晋書』61
『資治通鑑』87 永嘉五年（311）六月

懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 賀循を再び軍諮祭酒とする 『晋書』68

懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 西陽王羕を撫軍大将軍・開府として、千兵百
騎を給す 『晋書』59

懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 南頓王宗を散騎常侍とする 『晋書』59
懐帝蒙塵（平陽） 南陽王保 自ら大司馬を号して、百官を置く 『晋書』37
愍帝期 琅邪王睿 諸葛恢を会稽太守とする 『晋書』77
愍帝期 琅邪王睿 嵇紹に太尉を追号し、その祠に太牢を捧げる『晋書』89

愍帝期 琅邪王睿 荊州・揚州を大赦する 『晋書』 6
『資治通鑑』89 建興三年（315）八月

懐帝塵蒙～愍帝期 琅邪王睿 郗鑒を仮に龍驤将軍・兗州刺史として、鄒山
に鎮守させる 『晋書』67

懐帝塵蒙～愍帝期 琅邪王睿 范広を堂邑令とする 『晋書』90

懐帝塵蒙～愍帝期 琅邪王睿 魏該に冠軍将軍・河東太守を加えて、督護河
東・河南・平陽三郡とする 『晋書』63

の
承
制
に
つ
い
て
、
張
興
成
氏
は
、
皇
権
政
治
衰
弱
後
の
産
物
で
あ
り
、

地
方
統
制
能
力
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
一
方
で
、
皇

権
政
治
の
恢
復
・
安
定
の
意
味
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る（
（（
（

。
後
者
の
承
制

と
し
て
、
張
氏
が
武
陵
王
遵
の
事
例
の
他
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
承

制
を
経
て
、
つ
い
に
は
建
康
に
お
い
て
晋
朝
中
興
を
成
し
遂
げ
た
琅
邪
王

睿
（
元
帝
）
の
事
例
で
あ
る
。

　

後
に
皇
帝
即
位
に
至
っ
た
琅
邪
王
睿
の
承
制
は
、
建
興
四
年
（
三
一

六
）
十
一
月
に
平
陽
に
蒙
塵
し
た
愍
帝
の
詔
が
、
建
武
元
年
（
三
一

七
）
二
月
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　
　

�

建
武
元
年
春
二
月
辛
巳
、
平
東
将
軍
宋
哲
至
り
、
愍
帝
の
詔
を
宣
べ

て
曰
く
「
迍
否
に
遭
運
し
、
皇
綱
振
わ
ず
。
朕
、
寡
徳
を
以
て
、
洪

緒
を
奉
承
す
る
も
、
天
に
永
命
を
祈
る
能
わ
ず
。
中
興
を
紹
隆
す
る

も
、
凶
胡
を
し
て
敢
え
て
犬
羊
を
帥
い
、
京
輦
に
逼
迫
し
む
る
に
至

る
。
朕
、
今
窮
城
に
幽
塞
さ
れ
、
万
端
を
憂
慮
し
、
一
旦
に
し
て
崩

潰
す
る
を
恐
る
。
卿
、
丞
相
に
指
詣
し
、
具
さ
に
朕
の
意
を
宣
べ
、

万
機
を
摂
し
め
て
、
時
に
旧
都
に
拠
り
、
陵
廟
を
修
復
し
て
、
以
て

大
恥
を
雪
が
ん
。」
と
。（『
晋
書
』
巻
六
・
元
帝
紀
）

　

こ
の
愍
帝
の
詔
を
受
け
、
翌
月
に
琅
邪
王
睿
が
行
っ
た
の
が
、
晋
王
の
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進
号
と
改
元
、「
百
六
掾
」
と
呼
ば
れ
る
、
東
晋
王
朝
の
基
盤
と
な
っ
た
人
材
登
用
、
そ
し
て
建

康
に
宗
廟
社
稷
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
命
令
形
式
は
武
陵
王
遵
同
様
、「
承
制
」
と

「
令
曰
」
を
使
用
し
て
い
る
【
表
4
参
照
】。
例
え
ば
、「
承
制
」
の
事
例
と
し
て
『
晋
書
』
巻
三

七
・
宗
室
・
譙
王
遜
伝
附
閔
王
承
伝
に
、

元
帝
、
晋
王
と
為
り
て
、
制
を
承
け
て
更
め
て
承
を
封
じ
て
譙
王
と
為
す
。

と
あ
り
、
ま
た
、「
令
曰
」
の
事
例
と
し
て
『
晋
書
』
巻
三
十
・
刑
法
志
に
、
晋
王
大
理
で
あ
る

衛
展
の
上
書
を
受
け
て
、

元
帝
令
し
て
曰
く
「
礼
楽
興
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
刑
罰
中
ら
ず
。
是
を
以
て
罰
を
明
ら
か
に
し

法
を
敕
す
は
、
先
王
の
慎
む
所
な
り
。
元
康
已
来
よ
り
、
事
故
荐
臻
し
、
法
禁
滋
漫
す
。
大

理
の
上
す
る
所
、
宜
し
く
朝
堂
に
会
議
す
べ
し
。
詔
書
の
用
い
べ
か
ら
ざ
る
を
蠲
除
す
る
は
、

此
れ
孤
の
虚
心
す
る
所
の
者
な
り
。」
と
。

と
、
法
の
整
備
を
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
多
彩
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
琅
邪
王
睿

に
よ
る
承
制
が
晋
朝
中
興
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
琅
邪
王
睿
は
、
太
興
元
年
（
三
一
八
）
三
月
に
、
前
年
の
十
二
月
に
平
陽
に
お
い
て

愍
帝
が
崩
御
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
皇
帝
に
即
位
し
て
い
る
。
承
制
者

が
皇
帝
即
位
に
ま
で
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

琅
邪
王
睿
が
承
制
の
時
期
を
経
て
か
ら
皇
帝
に
即
位
し
た
こ
と
は
、
東
晋
王
朝
に
お
け
る
承
制

に
特
別
な
意
味
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
第
二
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
支
配
領

【表 4】琅邪王睿承制時（317～318）の諸命令一覧
形式 内　　　容 出典

承制

元号を建興から建武に改め、晋王を称す 『晋書』 5
司馬紘に高密王據の後を継がせた　＊ 『晋書』37
司馬承を譙王に封建した 『晋書』37
荀組を都督司州諸軍として、散騎常侍を加え、その他は以前のままとした　＊ 『晋書』39
慕容廆を仮節・散騎常侍・都督遼左雑夷流人諸軍事・龍驤将軍・大単于・昌黎公とする（慕容廆
は受けなかった） 『晋書』108

令曰

衛展の上書を受けて、法の整備を指示する 『晋書』30
陵上の建物を修飾して元后の廟とするように指示する 『晋書』32
賀循を太常・散騎常侍とする（賀循は太常のみ拝命した）

『晋書』68
賀循に六尺牀薦席褥ならびに二十万銭を与える
劉遐を下邳内史とし、龍驤将軍はそのままとした 『晋書』81
杜夷に穀200斛を与える 『晋書』91

※＊印＝時期が前後する可能性があるもの

東晋末期における武陵王遵の承制15



域
外
に
割
拠
す
る
実
力
者
に
承
制
を
与
え
て
自
治
権
を
認
め
る
体
裁
を
取
る
こ
と
で
、
宗
主
権
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

琅
邪
王
睿
が
晋
朝
中
興
に
む
け
て
、
そ
の
基
盤
を
つ
く
る
際
に
活
用
し
た
よ
う
に
、
承
制
者
が
、
皇
帝
即
位
を
も
そ
の
視
野
に
入
れ
て
い
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
東
晋
王
朝
復
興
を
大
義
名
分
と
し
て
い
る
劉
裕
は
、
敢
え
て
彼
自
身
が
承
制
者
と
な
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

琅
邪
王
睿
の
事
例
を
経
て
、
東
晋
王
朝
に
お
い
て
承
制
者
と
な
っ
た
武
陵
王
遵
は
、
こ
の
時
期
、
最
も
皇
帝
位
に
近
い
者
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
承
制
時
の
武
陵
王
遵
の
地
位
を
見
て
み
る
と
、
琅
邪
王
睿
の
承
制
と
は
違
っ
た
事
情

が
見
え
て
く
る
。

　

ま
ず
王
号
だ
が
、
魏
晋
革
命
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
晋
王
号
で
は
な
く
、
ま
た
東
晋
王
朝
に
お
い
て
は
次
期
皇
帝
候
補
と
し
て

目
さ
れ
て
い
た
琅
邪
王
号
で
も
な
く
、
武
陵
王
号
の
ま
ま
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
武
陵
王
遵
は
、
承
制
で
も
っ
て
万
機
を
総
摂
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
点
で
は
、
皇
帝
即
位
に
む
け
た
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
武
陵
王
遵
は
元
興
三
年
（
四
〇

四
）
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
東
宮
に
入
居
し
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
佐
藤
和
彦
氏
は
武
陵
王
遵
が
「
皇
太
子
格
」
に
昇
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
藤
氏
自
身
も
敢
え
て
「
皇
太
子
格
」
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
武
陵
王
遵
が
皇
太
子
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
当
該
期
に
お
い
て

「
東
宮
」
は
必
ず
し
も
皇
太
子
自
身
お
よ
び
そ
の
居
所
を
示
さ
ず
、
穆
章
何
皇
后
の
居
所
で
あ
る
永
安
宮
を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

皇
帝
の
居
所
の
東
に
、
皇
太
子
の
居
所
で
は
な
く
永
安
宮
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
当
時
、
武
陵
王
遵
は
「
承
制
府
」
を
開
府
し
、

謝
景
仁
ら
を
府
僚
と
し
て
招
喚
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（
（（
（

。
こ
の
「
承
制
府
」
が
、
何
処
に
開
か
れ
た
の
か
を
示
す
史
料
は
管
見
の
限

り
見
当
た
ら
な
い
が
、「
東
宮
」
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か（
（（
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
宮
入
居
を
も
っ
て
、
武
陵

王
遵
が
皇
太
子
に
就
い
た
と
は
言
い
難
い
。
最
後
に
官
職
に
つ
い
て
だ
が
、
武
陵
王
遵
が
承
制
し
た
際
の
官
職
は
大
将
軍
・
侍
中
の
み
で
あ
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る
。
大
将
軍
は
三
司
の
上
で
、「
こ
れ
に
為
る
者
は
皆
朝
権
を
擅
に
す（
（（
（

」
と
あ
り
、
ま
た
禅
譲
の
過
程
に
お
い
て
、
大
将
軍
は
進
王
の
前
段

階
に
就
い
て
い
る
者
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
武
陵
王
遵
が
大
将
軍
に
就
い
た
時
に
は
、
軍
事
権
お
よ
び
宰
相
権
は
、
そ
れ
ぞ
れ
劉
裕
・

王
謐
が
掌
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
陵
王
遵
は
具
体
的
な
実
権
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
陵
王
遵
は
承
制

す
る
こ
と
で
、
最
も
皇
帝
位
に
近
い
者
と
目
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
晋
王
な
い
し
は
琅
邪
王
に
進
号
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
皇
太
子

に
も
就
か
ず
、
そ
の
上
、
具
体
的
な
実
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
陵
王
遵
は
承
制
が
も
つ
権
威
の
み
を
引
き
出
す

た
め
の
装
置
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、『
宋
書
』
巻
十
六
・
礼
志
三
に
、

安
帝
元
興
三
年
三
月
、
宋
の
高
祖
、
桓
玄
を
討
ち
て
こ
れ
を
走
ら
す
。
己
卯
、
義
功
を
南
郊
に
告
ぐ
。
是
の
年
、
帝
、
江
陵
に
蒙
塵
し

て
未
だ
返
ら
ず
。
其
の
明
く
る
年
、
応
に
郊
す
べ
し
。
朝
議
以
為
え
ら
く
、
宜
し
く
周
礼
に
依
り
、
宗
伯
職
を
摂
し
、
三
公
事
を
行
う

べ
し
、
と
。
尚
書
左
丞
王
訥
之
、
独
り
曰
く
「
既
に
し
て
殯
し
て
郊
祀
し
、
自
ず
か
ら
是
れ
天
子
は
陽
に
当
る
、
君
有
り
て
焉
に
存
し
、

命
を
稟
け
て
行
う
は
、
何
を
弁
す
る
所
な
ら
ん
や
。
こ
れ
を
斎
す
る
と
否
か
ず
と
は
、
豈
に
今
日
の
比
如
く
に
あ
ら
ん
や
。
議
者
又
云

く
、
今
宜
し
く
郊
す
べ
し
。
故
よ
り
是
れ
制
を
承
け
て
三
公
に
命
じ
て
事
を
行
う
を
得
し
む
所
な
り
。
又
郊
は
天
の
極
尊
に
し
て
、

唯
一
の
み
、
故
に
天
子
に
非
ざ
れ
ば
祀
ら
ざ
る
な
り
。
庶
人
以
上
は
、
蒸
嘗
せ
ざ
る
な
し
。
嫡
子
外
に
居
り
、
庶
子
事
を
執
る
は
、
礼

文
炳
然
た
り
。
未
だ
親
ら
命
を
受
け
ず
し
て
天
を
祭
る
べ
き
者
有
ら
ず
。
又
武
皇
受
禅
し
て
、
二
月
を
用
て
郊
し
、
元
帝
中
興
し

て
、
三
月
を
以
て
郊
す
。
今
郊
の
時
未
だ
過
ぎ
ず
、
日
々
輿
駕
を
望
む
。
速
く
せ
ん
と
欲
し
て
拠
無
き
こ
と
を
為
す
無
か
ら
ん
。
使
し

皇
輿
旋
返
せ
ば
、
更
に
親
ら
奉
ず
る
を
得
ず
。」
と
。
遂
に
訥
之
の
議
に
従
う
。

と
あ
る
よ
う
に
、
未
だ
安
帝
の
反
正
が
実
現
し
て
い
な
い
中
で
、
武
陵
王
遵
の
承
制
を
根
拠
に
、
皇
帝
に
代
わ
っ
て
郊
祀
を
行
う
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
承
制
を
根
拠
に
、
皇
帝
が
持
つ
祭
祀
権
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
訥
之
が
郊
祀

東晋末期における武陵王遵の承制17



は
「
天
子
に
非
ざ
れ
ば
祀
ら
ざ
る
」
こ
と
、
ま
た
東
晋
王
朝
に
お
い
て
郊
祀
は
三
月（
（（
（

で
あ
る
た
め
、
安
帝
の
反
正
を
待
つ
の
が
順
当
で
あ
る

こ
と
を
説
き
、
こ
れ
を
受
け
て
承
制
に
よ
る
郊
祀
の
実
行
は
取
り
や
め
と
な
っ
た（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
承
制
者
に
よ
る
皇
帝
祭
祀
権
を
め
ぐ
る
事
例
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
琅
邪
王
睿
の
場
合
に
も
あ
る
。
愍
帝
蒙
塵
後
、
琅
邪
王

睿
が
建
康
に
お
い
て
新
た
に
宗
廟
社
稷
を
立
て
、
皇
帝
祭
祀
の
準
備
を
行
っ
た
こ
と
は
、
来
た
る
べ
き
皇
帝
即
位
を
見
据
え
て
の
動
き
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
武
陵
王
遵
の
承
制
当
時
に
も
、
宗
廟
社
稷
に
対
す
る
動
き
が
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
佐
藤
和
彦
氏
は
「
こ
の
『
宗

室
廟
』
の
復
興
は
武
陵
王
遵
が
担
っ
た
役
割
の
中
で
も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
で
あ
ろ
う（
（（
（

」
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
は
、
琅

邪
王
睿
が
、
洛
陽
・
長
安
の
陥
落
を
受
け
て
、
新
た
に
宗
廟
社
稷
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
武
陵
王
遵
は
桓
玄
に
よ
っ
て
琅
邪
国
に
遷
さ
れ

て
い
た
神
主
を
太
廟
に
戻
す
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
武
陵
王
遵
は
皇
帝
祭
祀
の
た
め
の
宗
廟
社
稷

を
守
る
、
と
い
う
役
割
を
負
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
は
皇
帝
祭
祀
権
ま
で
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
武
陵
王
遵
は
琅
邪
王
睿
の
承
制
と
は
違
い
、
最
も
皇
帝
位
に
近
い
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で

も
安
帝
反
正
ま
で
の
臨
時
的
な
立
場
で
あ
り
、
皇
帝
即
位
に
む
け
た
実
権
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

小
論
で
は
、
制
を
承
け
た
者
、
す
な
わ
ち
承
制
者
が
、
制
を
承
け
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
行
っ
た
内
容
を
見
る
こ
と
で
、
承
制
の
含
意

の
変
化
を
考
察
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
東
晋
末
期
に
お
け
る
武
陵
王
遵
の
承
制
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

　

ま
ず
承
制
は
、
皇
帝
と
受
命
者
の
間
に
距
離
が
あ
り
、
皇
帝
か
ら
受
命
者
に
対
し
て
直
接
命
令
の
伝
達
が
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
承
制
者
は
皇
帝
と
受
命
者
を
結
び
つ
け
る
存
在
と
な
り
、
様
々
な
命
令
伝
達
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

伝
令
、
軍
事
遠
征
時
に
お
け
る
賞
罰
か
ら
、
西
晋
末
期
に
な
る
と
領
域
統
治
機
構
で
あ
る
台
と
結
び
つ
く
こ
と
で
一
地
域
の
自
治
、
と
い
う
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よ
う
に
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
そ
の
権
限
が
拡
大
し
て
い
る
。
西
晋
末
期
に
お
い
て
、
承
制
者
の
権
限
が
拡
大
し
た
要
因
は
、
承
制
が
前
提

と
す
る
皇
帝
と
受
命
者
の
距
離
が
、
皇
帝
の
行
幸
・
蒙
塵
に
よ
っ
て
発
生
し
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
承
制
は
、
皇
帝
不
在
と
い
う
不
測

の
事
態
の
中
で
、
異
姓
臣
下
や
宗
室
諸
王
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
権
限
を
拡
大
さ
せ
、
承
制
の
段
階
を
経
て
か
ら
皇
帝
位
に
就

い
た
琅
邪
王
睿
の
事
例
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
は
皇
帝
位
を
も
そ
の
視
野
に
入
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

西
晋
末
期
に
お
け
る
相
次
ぐ
皇
帝
の
行
幸
・
蒙
塵
に
よ
り
、
権
限
を
拡
大
さ
せ
た
承
制
の
使
用
は
、
異
姓
臣
下
の
群
雄
・
軍
閥
化
を
招
い

た
こ
と
か
ら
、
権
力
の
拡
散
現
象
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
承
制
者
が
皇
帝
位
を
も
視
野
に
入
れ
る
ま
で
に
そ
の
権
限

を
極
限
ま
で
拡
大
さ
せ
た
こ
と
で
、
逆
に
権
力
の
拡
散
現
象
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
承
制
者
と
し
て
立
ち
得
る
人
物
を
宗
室

諸
王
に
限
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
武
陵
王
遵
の
承
制
は
、
こ
の
よ
う
な
承
制
の
変
遷
―
特
に
琅
邪
王
睿
の
事
例
―
を
踏
ま
え
て
、

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

桓
玄
打
倒
を
掲
げ
た
劉
裕
の
起
義
後
、
武
陵
王
遵
は
承
制
に
よ
り
、
約
一
年
に
渉
っ
て
楚
王
朝
首
脳
部
と
起
義
軍
の
上
に
立
つ
総
統
者
と

し
て
、
朝
廷
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
琅
邪
王
睿
の
事
例
を
経
て
、
東
晋
王
朝
に
お
い
て
承
制
者
と
な
っ
た
武
陵
王
遵
は
、
こ
の
時
期
、

最
も
皇
帝
位
に
近
い
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
武
陵
王
遵
は
、
晋
王
な
い
し
は
琅
邪
王
号
に
進
号
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
皇
太
子
位
に
も
就
か
ず
、
さ
ら
に
は
具
体
的
な
実
権
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
帝
が
反
正

す
る
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
人
事
異
動
や
そ
の
他
諸
政
策
に
は
、
常
に
劉
裕
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

武
陵
王
遵
が
承
制
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、
劉
裕
に
と
っ
て
、
起
義
当
時
、
な
ん
ら
後
ろ
盾
と
な
る
者
を
持
た
な
か
っ
た
自
身
の
正
当
性
を

主
張
す
る
際
の
根
拠
を
得
、
ま
た
建
康
周
辺
に
お
け
る
実
権
を
握
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
劉
裕
は
、
皇
帝
不
在
の
中
で
、
朝

廷
運
営
を
執
り
行
え
る
承
制
者
と
し
て
武
陵
王
遵
を
据
え
る
一
方
で
、
軍
事
権
は
自
ら
が
、
宰
相
権
は
王
謐
が
担
当
す
る
こ
と
で
、
武
陵
王

遵
を
具
体
的
な
実
権
を
持
た
な
い
、
晋
朝
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
権
威
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
武
陵
王
遵
を
承
制
者
に
立
て
た
こ
と
で
、
荊
州
方
面
に
在
る
安
帝
の
身
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
際
は
、
す
ぐ
に
新
た
な
皇
帝

と
し
て
武
陵
王
遵
を
据
え
る
こ
と
も
可
能
に
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
承
制
が
郊
祀
を
執
り
行
う
根
拠
に
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
の

よ
う
に
、
そ
の
権
限
が
皇
帝
と
同
等
で
、
次
期
皇
帝
候
補
と
し
て
目
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
承
制
者
は
皇
帝
の
代
行
を
す
る
ほ
ど
に
権
限
を
委

譲
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
承
制
は
制
を
承
け
て
い
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
お
り
、
承
制
者
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
命
令
は

皇
帝
か
ら
正
式
な
命
令
が
下
る
ま
で
の
間
の
便
宜
的
な
措
置
に
過
ぎ
な
い
。
承
制
者
は
命
令
を
下
す
た
び
に
、「
制
を
承
け
」
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
、
皇
帝
の
存
在
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
武
陵
王
遵
は
、
義
熙
元
年
（
四
〇
五
）
三
月
に
安
帝
の
反
正

が
叶
っ
た
こ
と
で
、
つ
い
に
皇
帝
位
に
就
く
こ
と
な
く
、
安
帝
に
全
権
を
返
還
し
た
の
で
あ
る
。

　

承
制
は
、
そ
の
後
、
中
興
元
年
（
五
〇
一
）
十
二
月
、
蕭
衍
（
梁
武
帝
）
に
よ
る
禅
譲
革
命
に
む
け
て
の
動
き
の
な
か
で
、
武
陵
王
遵
の

承
制
が
故
事
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
梁
代
に
お
け
る
承
制
の
考
察
は
、
稿
を
改
め
て
検
討

し
た
い
。

注（
1
）
劉
裕
に
皇
帝
位
を
譲
っ
た
東
晋
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
恭
帝
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
禅
譲
文
を
書
写
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
際

に
、
左
右
の
者
に
、「
桓
玄
之
時
、
天
命
已
改
、
重
為
劉
公
所
延
、
将
二
十
載
。
今
日
之
事
、
本
所
甘
心
。（『
宋
書
』
巻
二
・
武
帝
紀
中
）」

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
劉
裕
の
起
義
は
劉
宋
建
国
に
む
け
た
重
要
な
分
岐
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
川
勝
義
雄
「
劉
宋
政
権
の
成
立
と
寒
門
武
人
―
貴
族
制
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
東
方
学
報
』
三
六
、
一
九
六
四
年
。『
六
朝
貴
族
制
社

会
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
再
録
、
三
一
三
頁
）
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（
3
）
川
合
安
「
劉
裕
の
革
命
と
南
朝
貴
族
制
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
八
頁
。

（
4
）
東
晋
期
に
お
い
て
、
中
央
に
お
け
る
最
高
権
力
者
は
、
必
ず
し
も
丞
相
職
で
は
な
く
、
録
尚
書
事
な
い
し
は
中
書
令
で
、
か
つ
揚
州
刺
史

に
就
い
た
者
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
期
に
お
け
る
宰
相
権
（
相
権
）
に
つ
い
て
は
、
田
余
慶
「
門
閥
政
治
的
終
場
与
太
原
王
氏
」（『
東
晋

門
閥
政
治
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
二
〇
〇
九
年
第
四
版
）、
金
民
寿
「
국
가
권
력
을
통
하
여
본
東
晋
末
期
史
―
司
馬
道
子
父
子

와
桓
玄
의
府
僚
를
중
심
으
로
」（『
東
洋
史
学
研
究
』
四
五
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

（
5
）
例
え
ば
『
晋
書
』
巻
九
九
・
桓
玄
伝
、『
宋
書
』
巻
五
一
・
宗
室
・
臨
川
烈
武
王
道
規
伝
お
よ
び
同
書
巻
七
四
・
魯
宗
之
伝
に
、
義
熙
元
年

（
四
〇
五
）
一
月
に
南
陽
太
守
の
魯
宗
之
が
襄
陽
の
桓
蔚
を
襲
撃
し
た
こ
と
を
示
す
記
事
に
、
桓
蔚
を
指
し
て
「
偽
雍
州
刺
史
桓
蔚
」
と
記
し

て
い
る
。
同
様
の
事
例
と
し
て
、
桓
蔚
の
他
に
、
桓
希
・
馮
該
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
6
）
そ
の
他
に
動
向
が
分
か
る
宗
室
諸
王
と
し
て
、
司
馬
珍
之
と
司
馬
休
之
が
い
る
。
司
馬
珍
之
は
桓
玄
簒
位
の
際
に
、
孔
樸
に
奉
じ
ら
れ
寿

陽
に
奔
っ
て
い
る
。
ま
た
司
馬
休
之
は
襄
陽
太
守
と
し
て
歴
陽
に
鎮
守
し
、
桓
玄
の
攻
勢
に
耐
え
て
い
た
が
、
兄
で
あ
る
司
馬
尚
之
の
敗
戦

を
知
る
と
、
南
燕
の
慕
容
超
を
頼
り
、
亡
命
し
て
い
た
。

（
7
）『
晋
書
』
巻
六
四
・
元
四
王
・
忠
敬
王
遵
伝
。

（
8
）「
教
」
に
つ
い
て
、『
文
選
』
巻
三
六
・
教
・
序
文
に
、「
蔡
邕
独
断
曰
、
諸
侯
言
曰
教
。」
と
あ
り
、
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
詔
策
第
十
九
に
、

「
教
者
、
效
也
。
言
出
而
民
效
也
。
契
敷
五
教
、
故
王
侯
称
教
。」
と
あ
る
。
な
お
、
李
善
所
引
『
独
断
』
の
「
教
」
に
関
す
る
文
章
は
、
現

行
本
の
『
独
断
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
福
井
重
雅
氏
は
、
現
行
の
通
行
本
と
唐
初
の
類
書
や
注
釈
に
引
用
さ
れ
る

『
独
断
』
と
で
は
、
相
違
・
脱
落
し
た
文
章
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
福
井
重
雅
編
『
訳
注　

西
京
雑
記
・
独
断
』（
東
方

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
9
）「
令
」
に
つ
い
て
は
、『
文
心
雕
龍
』
書
記
第
二
五
に
、「
申
憲
述
兵
、
則
有
律
令
法
制
…
…
令
者
、
命
也
。
出
命
申
禁
、
有
若
自
天
、
管
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仲
下
令
如
流
水
、
使
民
従
也
。」
と
あ
る
。

（
10
）『
晋
書
』
巻
六
四
・
簡
文
三
子
・
会
稽
文
孝
王
道
子
伝
に
、
司
馬
道
子
・
元
顕
父
子
の
賞
与
に
関
す
る
武
陵
王
遵
の
命
令
と
し
て
、「
大
将

軍
・
武
陵
王
遵
承
旨
下
令
曰
…
…
」
と
あ
り
、「
令
曰
」
の
前
に
「
承
旨
下
」
な
る
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
承
旨
下
令

曰
」
こ
そ
が
、
武
陵
王
遵
の
命
令
形
式
の
本
質
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
承
制
」
と
「
令
曰
」
の
二
つ
の
命
令
形
式
の
違
い
は
武
陵
王
遵
の

命
令
文
が
残
っ
て
い
る
か
否
か
に
過
ぎ
ず
、
武
陵
王
遵
は
命
令
を
下
す
際
に
、
常
に
制
を
承
け
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
11
）『
宋
書
』
巻
一
・
武
帝
紀
上
を
参
照
。

（
12
）
王
謐
に
対
す
る
処
断
の
他
に
、『
宋
書
』
巻
一
・
武
帝
紀
上
に
、

光
禄
勲
卞
承
之
・
左
衛
将
軍
褚
粲
・
游
撃
将
軍
司
馬
秀
役
使
官
人
、
為
御
史
中
丞
王
禎
之
所
糾
察
、
謝
牋
言
辞
怨
憤
。
承
之
造
司
宜
蔵
。

高
祖
与
大
将
軍
牋
、
白
「
粲
等
備
位
大
臣
、
所
懐
必
尽
。
執
憲
不
允
、
自
応
拠
理
陳
訴
、
而
横
興
怨
忿
、
帰
咎
有
司
。
宜
加
裁
当
、
以

清
風
軌
」。
並
免
官
。

　

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
劉
裕
は
武
陵
王
遵
を
通
し
て
命
令
を
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
13
）
こ
の
時
期
に
お
け
る
人
事
な
ど
の
諸
命
令
を
下
し
た
者
と
し
て
、
武
陵
王
遵
と
劉
裕
の
二
人
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、【
表
1
】
の
出

典
に
あ
る
よ
う
に
、『
晋
書
』・『
宋
書
』
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
14
）『
資
治
通
鑑
』
巻
一
一
三
・
晋
紀
三
五
・
安
帝
元
興
三
年
条
・
胡
注
に
「
史
言
劉
裕
未
起
、
毛
璩
已
杖
義
挙
兵
討
玄
。」
と
あ
る
。

（
15
）『
晋
書
』
巻
十
・
安
帝
紀
元
興
三
年
三
月
条
を
参
照
。

（
16
）
正
史
に
お
け
る
「
承
制
」
の
初
出
は
『
漢
書
』
で
あ
る
が
、
木
簡
史
料
に
お
い
て
、
里
耶
秦
簡
8
―
461
号
お
よ
び
敦
煌
懸
泉
漢
簡
に
「
承

制
」
の
記
載
が
あ
り
、『
漢
書
』
の
記
事
よ
り
も
年
代
が
古
い
。
里
耶
秦
簡
8
―
461
号
の
該
当
文
を
引
用
す
る
と
「
承
命
日
承
制
」
と
あ
る
。
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こ
れ
は
始
皇
二
六
年
（
前
二
二
一
）
の
秦
の
天
下
統
一
後
に
王
号
に
代
わ
っ
て
皇
帝
号
が
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
命
」
を
「
制
」
と
す
る

な
ど
、
名
号
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
游
逸
飛
「
里
耶
8
―
461
号
「
秦
更
名
方
」
選
釈
」（
魏
斌

編
『
古
代
長
江
中
游
社
会
研
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
等
を
参
照
。
ま
た
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
に
つ
い
て
は
、
侯
旭
東
「
西
北

漢
簡
所
見
“
伝
信
”
与
“
伝
”
―
兼
論
漢
代
君
臣
日
常
政
務
的
分
工
与
詔
書
・
律
令
的
作
用
―
」（『
文
史
』
二
〇
〇
八
―
三
）
等
に
詳
し
い
。

（
17
）
軍
事
行
動
時
に
お
け
る
承
制
が
成
立
す
る
理
由
は
、
例
え
ば
建
安
二
十
年
（
二
一
五
）
九
月
に
、
献
帝
が
曹
操
に
承
制
を
与
え
た
際
の
詔

に
、

天
子
以
公
典
任
於
外
、
臨
事
之
賞
、
或
宜
速
疾
、
乃
命
公
得
承
制
封
拝
諸
侯
守
相
、
詔
曰
「
夫
軍
之
大
事
、
在
茲
賞
罰
、
勧
善
懲
悪
、

宜
不
旋
時
、
故
司
馬
法
曰
『
賞
不
逾
日
』
者
、
欲
民
速
睹
為
善
之
利
也
。
…
…
軍
行
藩
甸
之
外
、
失
得
在
於
斯
須
之
間
、
停
賞
俟
詔
以

滞
世
務
、
固
非
朕
之
所
図
也
。
自
今
已
後
、
臨
事
所
甄
、
当
加
寵
号
者
、
其
便
刻
印
章
仮
授
、
咸
使
忠
義
得
相
奨
励
、
勿
有
疑
焉
。」

（『
魏
志
』
巻
一
・
武
帝
紀
・
建
安
二
十
年
九
月
条
所
引
孔
衍
『
漢
魏
春
秋
』）

と
あ
る
よ
う
に
、
軍
事
遠
征
者
が
承
制
者
に
な
る
こ
と
で
、
当
該
地
に
お
い
て
尊
号
を
加
え
る
べ
き
人
物
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
18
）
軍
事
行
動
時
に
お
け
る
承
制
が
越
権
（
叛
逆
）
行
為
と
見
做
さ
れ
て
、
処
罰
さ
れ
た
例
と
し
て
、
鄧
艾
に
よ
る
征
蜀
の
戦
後
処
理
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
征
呉
の
戦
後
処
理
で
は
、
鄧
艾
の
よ
う
に
承
制
を
用
い
て
、
呉
主
の
孫
皓
に
官
職
を
与
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
す
ぐ
に
京

師
に
送
り
、
中
央
政
府
の
指
示
を
仰
い
で
い
る
。
詳
細
は
『
魏
志
』
巻
二
八
・
鄧
艾
伝
お
よ
び
『
晋
書
』
巻
四
二
・
王
濬
伝
を
参
照
。

（
19
）
福
原
啓
郎
「
西
晋
代
宗
室
諸
王
の
特
質　

―
八
王
の
乱
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」（『
史
林
』
六
八
―
二
、
一
九
八
五
年
。『
魏
晋
政
治
社
会

史
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
再
録
、
二
二
一
頁
）

（
20
）
台
（
特
に
行
台
）
に
つ
い
て
は
、
前
島
佳
孝
「
西
魏
行
台
考
」（『
東
洋
学
報
』
九
〇
―
四
、
二
〇
〇
九
年
。『
西
魏
・
北
周
政
権
史
の
研
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究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
再
録
）
な
ど
を
参
照
。

（
21
）『
通
典
』
巻
三
三
・
職
官
十
五
・
州
郡
下
・
京
尹
・
留
守
附
を
参
照
。

（
22
）
例
え
ば
、『
晋
書
』
巻
六
十
・
閻
鼎
伝
に
、

値
京
師
失
守
、
秦
王
出
奔
密
中
、
司
空
荀
藩
・
藩
弟
司
隸
校
尉
組
、
及
中
領
軍
華
恒
・
河
南
尹
華
薈
、
在
密
県
建
立
行
台
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洛
陽
の
陥
落
を
受
け
て
、
各
地
で
は
、
荀
藩
ら
の
他
に
も
、
王
浚
・
苟
晞
に
よ
っ
て
、
行
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お

王
浚
の
行
台
設
置
に
つ
い
て
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
五
三
一
・
礼
儀
部
十
・
宗
廟
条
を
、
苟
晞
は
『
晋
書
』
巻
六
一
・
苟
晞
伝
を
参
照
。

（
23
）
中
詔
と
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
二
四
・
宋
紀
六
・
元
嘉
二
一
年
条
・
胡
注
に
、「
詔
、
自
中
出
、
不
経
門
下
者
、
謂
之
中
詔
。
今
之
手
詔

是
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
規
の
手
続
き
を
経
ず
に
皇
帝
か
ら
直
接
出
さ
れ
る
詔
の
こ
と
を
指
す
。

（
24
）
西
晋
期
（
特
に
恵
帝
期
）
に
お
け
る
手
詔
に
つ
い
て
は
、
田
中
一
輝
「
西
晋
恵
帝
期
の
政
治
に
お
け
る
賈
后
と
詔
」（『
史
林
』
九
四
―

六
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
25
）
王
浚
の
他
に
も
、
懐
帝
蒙
塵
後
、『
晋
書
』
巻
五
・
孝
懐
帝
紀
永
嘉
五
年
六
月
条
に
、「
豫
章
王
端
東
奔
苟
晞
、
晞
立
為
皇
太
子
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
異
姓
臣
下
に
よ
る
皇
太
子
冊
立
が
な
さ
れ
て
お
り
、
愍
帝
自
身
も
閻
鼎
・
梁
芬
ら
に
よ
っ
て
、
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
、
懐
帝
崩
御

後
に
即
位
し
て
い
る
。

（
26
）
福
原
啓
郎
『
西
晋
の
武
帝　

司
馬
炎
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
27
）
小
林
聡
「
慕
容
政
権
の
支
配
構
造
の
特
質
―
政
治
過
程
の
検
討
と
支
配
層
の
分
析
を
通
し
て
―
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
十
六
、
一

九
八
八
年
）
三
八
頁
。

（
28
）『
晋
書
』
巻
一
〇
九
・
慕
容
皝
載
記
お
よ
び
同
書
巻
一
一
〇
・
慕
容
儁
載
記
を
参
照
。

（
29
）
三
崎
良
章
『
五
胡
十
六
国　

中
国
史
上
の
民
族
大
移
動
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
二
〇
一
二
年
新
訂
版
、
七
一
頁
）
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（
30
）
張
興
成
『
両
晋
宗
室
制
度
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
四
二
～
三
四
五
頁
を
参
照
。

（
31
）
東
晋
王
朝
に
お
け
る
琅
邪
王
家
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
三
田
辰
彦
「
東
晋
の
琅
邪
王
と
皇
位
継
承
」（『
集
刊
東
洋
学
』
九
六
、
二
〇
〇
六

年
）
を
参
照
。

（
32
）『
晋
書
』
巻
六
四
・
元
四
王
・
忠
敬
王
遵
伝
を
参
照
。

（
33
）
佐
藤
和
彦
「
東
晋
末
期
に
お
け
る
武
陵
王
遵
の
称
制
に
つ
い
て
」（『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
四
、
二
〇
〇
二
年
）
二
一
頁
。

（
34
）
東
晋
期
に
お
け
る
東
宮
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
岡
部
毅
史
「
六
朝
建
康
東
宮
攷
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
二
―
一
、
二
〇
一
三
年
）、
龐
駿

『
東
晋
建
康
城
市
権
力
空
間
―
兼
対
儒
家
三
朝
五
門
観
念
史
的
考
察
―
』（
東
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
八
六
～
三
一
四
頁
を
参
照
。

（
35
）『
宋
書
』
巻
五
二
・
謝
景
仁
伝

（
劉
裕
）
謂
景
仁
曰
「
承
制
府
須
記
室
参
軍
、
今
当
相
屈
。」
以
為
大
将
軍
武
陵
王
遵
記
室
参
軍
。

（
36
）「
東
宮
」
を
拠
点
に
し
て
開
府
し
た
事
例
と
し
て
、『
資
治
通
鑑
』
巻
八
四
・
晋
紀
六
・
永
寧
元
年
条
・
胡
注
に
、「
時
倫
以
東
宮
為
相
国
府
、

謂
禁
中
為
西
宮
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
趙
王
倫
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
趙
王
倫
の
相
国
府
が
「
東
宮
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

王
鳴
盛
は
『
十
七
史
商
榷
』
巻
四
九
・
晋
書
七
・
東
宮
西
宮
条
に
お
い
て
、

倫
自
為
相
国
、
一
依
宣
文
輔
魏
故
事
、
増
相
府
兵
為
二
万
人
、
起
東
宮
三
門
四
角
華
櫓
。
倫
与
孫
秀
并
聴
妖
邪
之
説
、
使
牙
門
趙
奉
詐

為
宣
帝
神
語
、
命
倫
早
入
西
宮
。
案
東
宮
者
、
相
府
也
、
早
入
西
宮
者
、
為
天
子
也
。
上
文
言
司
馬
雅
給
事
東
宮
、
又
言
孫
秀
知
太
子

若
還
東
宮
、
将
与
賢
人
図
政
。
彼
東
宮
皆
太
子
所
居
、
与
此
東
宮
為
相
府
不
同
。
大
約
自
魏
及
晋
、
洛
京
宮
室
、
天
子
居
西
而
相
府
在

東
。
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、「
東
宮
」
の
語
が
場
合
に
よ
っ
て
は
宰
相
府
を
指
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
37
）『
晋
書
』
巻
二
四
・
職
官
志
を
参
照
。
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（
38
）『
太
平
御
覧
』
巻
五
二
七
・
礼
儀
部
六
・
郊
丘
所
引
『
晋
起
居
注
』
で
は
、

安
帝
元
興
三
年
十
二
月
、
明
年
応
郊
、
乗
輿
未
返
、
博
訪
内
外
。
左
丞
王
納
之
議
曰
「
議
者
謂
応
郊
、
故
承
制
中
事
。
納
之
謂
、
大

饗
・
大
祀
・
大
楽
皆
是
承
制
不
可
得
命
三
公
行
者
。
郊
天
極
尊
、
唯
一
而
已
。
故
非
天
子
不
祀
也
。
又
案
武
皇
受
禅
用
二
月
郊
、
元
年マ
マ

中
興
亦
以
二
月
。
今
郊
時
未
過
、
日
望
鑾
駕
、
無
為
欲
速
、
而
拠
皇
輿
旋
反
、
更
不
得
親
奉
、
不
如
緩
而
尽
烊
。」
於
是
異
同
難
明
、
遂

従
納
之
議
。

と
あ
り
、
東
晋
王
朝
に
お
い
て
も
西
晋
王
朝
と
同
様
、
郊
祀
は
二
月
に
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

（
39
）
魏
晋
南
朝
期
に
お
け
る
郊
祀
に
つ
い
て
は
、
金
子
修
一
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
40
）
佐
藤
和
彦
「
東
晋
末
期
に
お
け
る
武
陵
王
遵
の
称
制
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
二
四
頁
。

（
41
）『
晋
書
』
巻
十
・
安
帝
紀
元
興
三
年
五
月
条
に
は
、「
奉
神
主
入
于
太
廟
。」
と
あ
る
が
、『
宋
書
』
巻
一
・
武
帝
紀
上
で
は
、
劉
裕
が
建
康

を
奪
取
し
た
直
後
の
記
事
と
し
て
、「
焚
桓
温
神
主
於
宣
陽
門
外
、
造
晋
新
主
、
立
于
太
廟
。」
と
あ
り
、
時
期
と
神
主
を
め
ぐ
る
内
容
が
若

干
異
な
る
。

〔
付
記 

〕
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
の
六
朝
史
研
究
会
お
よ
び
同
年
十
月
の
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
現
代
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
を
も

と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
外
国
語
大
学
教
授
福
原
啓
郎
氏
に
ご
指
導
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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